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（1）
食育のつど

い
○ ○ ○

食育の集いに参加、左記の計画通りの内容で実施し
た。ステージではエコチル調査の概要の発表、災害時
のアレルギー対応の非常食に関する事例の紹介等実施
した。

千葉市の食育の集いへの参加、母子の骨密度の測定、
結果に基づく食事、運動、日光浴に関するアドバイス
実施

（2） 千葉市フェア ○ ○ イオンモール幕張新都心にて千葉市の農産物、加工
品、お土産品等集め、千葉市フェアを実施した。

イオンスタイル鎌取店を基幹店舗として、イオンの市
内店舗での千葉市フェアの実施

(３)
チアーズ
クラブの
農業体験

○ チアーズクラブでの農業体験も予定通り実施した。
本年度も市内各店舗のチアーズクラブ(小･中学生)で
農業体験を通して、土に触れ野菜がどのような過程で
できるか理解し、収穫の楽しみを体験する。

(４）
食育に関する
啓発の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ー

①千葉市作成の食育に関するポスターのイオン市内5
店舗での掲示②野菜摂取推進に関する商材の販売、Ｐ
Ｒ強化(野菜不足さんのためのグリーンサラダ、1日分
350ｇの野菜がとれるサラダ、30+1品目サラダ等）

2
（公社）千葉
市幼稚園協会

（1）
食育のつど
い ― ○ ― ○

平成30年6月23日　イオンタウンおゆみ野
[展示ブース]
・親子で作ろう簡単クッキングと給食ベストランキン
グ　・幼稚園でのクッキングの様子と給食の和食レシ
ピの紹介
[ステージ]
・パネルシアター「みんなで一緒にお弁当作り」、歌
とダンス

[展示ブース]
・若葉区内加盟園の取り組み
・レシピ紹介
[ステージ]
･紙芝居、ダンス、パネルシアター

（1） 出張授業 ○
地元小学校にて、人参・キャベツ・小松菜の授業を緑
町小・幸町第三小・北貝塚小・扇田小・みつわ台北小
を対象に実施。

小学校を対象に生産者・関係機関と協力し、人参の播
種から流通までの授業を開催。

（2） 食育活動 ○
支店管内の圃場にて、5月に2校166名と9月に2校166名
を対象に実施。

女性部と地元組合員による小学生を対象に田植え・稲
刈り体験の実施。

（3） 郷土料理 ○ 支店管内の小中学校を対象に5校304名を対象に実施。 小学生・中学生を対象に太巻き寿司体験実施。

（1）
食育出前授
業

○ ○ ○ ○ ○

ちば食育サポート企業に登録し、依頼に応じて学校参
加型食育プログラム(小中高大)、高齢者向け食育プロ
グラムを実施し、食について関心を持つきっかけ作り
をすすめた。小学校、高校、公民館、高齢者団体など
平成30年度は26ヶ所、1,000人を超える参加となっ
た。　　　　このうち、千葉市の公民館3館から依頼
を受け、食育出前授業を実施した。

千葉県の「元気な『ちば』を創る食育応援企業連絡
会」に参加し、小中学校･高等学校を中心に食育プロ
グラムの提供を実施し、食について関心を持つキッカ
ケ作りを進める。令和元年より保育所･幼稚園向けに
学校参加型食育プログラムの提供もはじめ、食育担
当、食育サポーター(ボランティア)による「調理実習
～豆腐作り」「早寝、早起き、朝ごはん」などの5つ
のプログラムを学校や公民館など、依頼に応じてあら
ゆる世代に向け出前授業を実施する。

（2）
組合員活動
での食育企
画

○ ○ ○ ○ ○

花見川区、若葉区、中央区で産地との交流会が開催さ
れ、野菜についての学習と生産者との交流を図った。
また、産地の協力で「博多野菜の魅力･料理講習会(30
人)」、「長生産直との交流企画第2弾　白子からの招
待状･葉たまねぎ収穫体験(33人)」が実施され、産地
との交流がさらに促進した。
「千葉市食育のつどい」に参加し、食べものの数え方
を考えるクイズや千葉の伝統料理である飾り巻き寿司
の紹介などを通して食に興味を持つきっかけを提供
し、地域の食育に貢献した。
更に、千葉県内で36万部発行している組合員情報紙を
活用して食べることの大切さや地産地消などの啓発を
行った。

地域での組合員活動と事業、取引先産地が連携し、
コープみらいの食育「たべる、たいせつ」の取り組み
や食育推進計画の課題に基づいた企画を継続して実施
し、地域の食育に貢献する。
「千葉市食育のつどい」に参加し、「食」の大切さを
伝え、栄養バランスを考えた食生活を推進するきっか
けとする。
また、千葉県内で36万部発行している組合員情報紙を
活用して食べることの大切さや地産地消などの啓発を
継続的に行う。

（A)対象

4

○ ― ―

事業名称

3

1

○
事業配布

レシピへの
掲載

日本チェーン
ストア協会
関東支部

NO 団体名

小学生を対象に生産者・関係機関と協力し、人参の播種から流通までの授業
を開催。

関係機関における食育推進の取り組み一覧

千葉市食育のつどいへの参加
[展示ブース]「おいしいおやつ」
・おいしい食事・安心な暮らしをテーマに出展①千葉大予防医学センターより、エ
コチル調査に基づくアレルギー関連に関するクイズの出題②おいしい健康社による
アレルギー特定商品を使わないおいしいおやつのレシピ紹介③小児科オンラインに
よる食の相談可能なアプリの紹介

千葉の食・観光・伝統工芸などを通して、千葉市の魅力ＰＲ。農産物、食の
ギフトセレクション商材、特産品の販売、レシピ紹介を千葉市内７店舗で実
施

市内各店舗のチアーズクラブ（小・中学生）で農業体験を通して、土に触れ野菜が
どのような過程でできるか理解し、収穫の楽しみを体験する。

女性部と地元組合員の協力により小学生を対象に田植え・稲刈り体験の実
施。

小学生・中学生を対象に太巻き寿司体験の実施。

―

キャッチフレーズの活用について

平成30年度計画

[展示ブース]
「親子で作ろう簡単クッキングと給食ベストランキング」
・幼稚園でのクッキングの様子と給食の和食レシピの紹介
[ステージ]
パネルシアター「みんなで一緒にお弁当作り」他

千葉みらい
  農業協同

組合

○

千葉県の「元気な『ちば』を創る食育応援企業連絡会」に参加し、小中学
校・高等学校を中心に食育プログラムの提供を実施し、食について関心を持
つキッカケ作りをすすめている。食育担当、食育サポーター（ボランティ
ア）による「調理実習～豆腐作り」「早寝、早起き、朝ごはん」などの５つ
のプログラムを小学校や公民館などで実施する。
千葉市協働事業提案制度を活用して千葉市民に食育プログラムを広く案内
し、要請をいただいた公民館等で食育出前授業を実施する。

ブロック委員会と事業、取引先産地が連携し、コープの「食」の取り組みを
知ってもらう企画に取り組みコープのファンづくりにつなげる。
「千葉市食育のつどい」に参加し、食べることの大切さの啓発や食に興味を
持つきっかけづくりで地域の食育に貢献する。

生活協同組合
 コープみらい
 千葉県本部

(C)令和元年度計画（B）平成30年度実績

――

―
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（A)対象

事業名称NO 団体名

キャッチフレーズの活用について

平成30年度計画 (C)令和元年度計画（B）平成30年度実績

（3）
フードバン
ク支援

フードバンクちば、フードバンクふなばしと連携し、
県内3ヶ所の店舗でのフードドライブが開始され、全
5ヶ所(千葉市2ヶ所、船橋市、市川市、鎌ヶ谷市)で実
施された。食の“もったいない”の思いを育み、地域
へ啓発した。また物流センターに集まった破袋等のお
米をフードバンクちばに1,100kg、フードバンクふな
ばしに530kg寄贈した。
更に、9月～11月に県内4生協および県生協連、フード
バンクちばとで連携し、フードドライブキャンペーン
に取り組み、約5.9トンの食品を集め、各役所や社会
福祉協議会･生活困窮者自立支援窓口等を通じて、困
窮する世帯への緊急一時支援食品として活用した。

引き続きフードバンクちばやフードバンクふなばしと
連携し、県内5ヶ所の店舗を中心にフードドライブに
取り組む。食の“もったいない”の思いを育み、地域
へ啓発を継続していく。
また、物流センターに集まった破袋等のお米をフード
バンクちば、フードバンクふなばしへの寄贈を継続す
る。更に、県内生協と県連合会、フードバンクと連携
し、フードドライブキャンペーンに取り組む。

（4）

コープみら
いフェスタ
きやっせ
物産展
２０１８

○ ○ ○ ○ ○

2019年2月17日、幕張メッセにて食育「たべる、たい
せつ」をテーマにコープみらいフェスタきやっせ物産
展2019を開催し、3万5千人に来場いただいた。100団
体を超える出展で商品の販売や試食、食育体験コー
ナーなども実施し、地域の諸課題に対し協働･連携し
ている19の行政や諸団体にも出展いただいた。

2020年2月23日、幕張メッセにて食育「たべる、たい
せつ」をテーマにコープみらいフェスタきやっせ物産
展2020を開催する。約100団体の出展で商品の販売や
試食、食育体験コーナーなども実施し、地域の諸課題
に対し協働･連携している行政や諸団体にも出展いた
だく。

（1）

「かむ子・
のびる子・
元気な子」
料理コン
クール

○ ○ ○
平成30年11月25日(日)　実施
応募総数187作品

令和元年11月24日(日)
幼児期からの規則正しい食生活と大丈夫な歯でよく噛
むことへの習慣づくりをするための健康かみかみ弁当
メニューの作品を募集し、優秀な作品の表彰と普及を
行う。

（2）

コープみら
いフェスタ
きやっせ
物産展
２０１８

○ ○ ○ ○

平成31年2月17日　実施　386人(ブースでの対応)
「かむ子･のびる子･元気な子」健康かみかみ弁当コン
クール入賞作品のパネル展示と紹介、レシピ集配付、
スマイルアップちば体操の紹介。
会場　幕張メッセ

未定

（3）
食育のつど
い ○ ○ ○ ○

平成30年6月23日(土)　会場　イオンタウンおゆみ野
ブース対応(545人)
「かむ子･のびる子･げんきな子」健康かみかみ弁当コ
ンクール入賞作品の紹介、レシピ集配付、健口体操の
紹介。

令和元年6月22日(土)　会場ラパーク千城台店
[展示ブース]カムカムレシピでいい歯、いい笑顔
健口体操「スマイルアップちば体操」紹介
[ステージ発表]ママもわたしもみんな一緒にお口の体
操!!スマイルアップちば体操と「ちばはっきりことば
エクササイズ」の紹介

（4）

いい歯のイ
ベント Ｈ２
９年度 千葉
県口腔保健
大会

○ ○ ○ ○

平成30年11月11日(日)　実施　ブース対応288人
健口体操スマイルアップちば体操の紹介
歯だけでない、口腔内の汚れを知る体験、ブラッシン
グ相談。　　　会場　京成ホテルミラマーレ

令和元年11月10日(日)
会場　京成ミラマーレ
内容　未定

（5）

つながる、
ひろがるち
ば食育推進
大会2019

○ ○ ○

平成31年1月24日(木)　会場　千葉市生涯学習セン
ター　　　　　　　　　　　　「かむ子･のびる子･元
気な子」健康かみかみ弁当コンクール入賞作品のパネ
ル展示

6
千葉市小中
学校長

 運営協議会
（1）

食育のつど
い

○
各学校で

対応
― ― ○ ○ ○

平成30年6月23日　イオンタウンおゆみ野
[展示ブース]
見て 聞いて　もっと知って　学校給食
[ステージ]
給食から知ろう～和食の良さ～

令和元年6月22日(土)　ラパーク千城台
[展示ブース]
見て 聞いて　もっと知って　学校給食
[ステージ]
給食から知ろう～朝ごはんを食べよう～

7
千葉市
畜産協会

（1）
生産者によ
る
出張授業

― ○ ― ○
さつきが丘西小学校(9月28日)
椎名小学校　　　　(2月25日)

千城台東小学校：3年生(9月：調整中)
平山小学校：3年生　　(2月：調整中)

千葉市食生活
改善協会

（1）
食育のつど
い

○
レシピや

おたよりな
どへの掲載

―

○
イベント媒
体への掲載
及び地区伝
達等での

啓発

○ ○ ○ ○ ○
平成30年6月23日　場所：イオンタウンおゆみ野
「展示ブース」
「みんなで囲む笑顔の食卓」

令和元年6月22日 場所：ラパーク千城台
「ひと目でわかるバランス食!!」

5

（一社）
千葉県
  歯科
衛生士会

4

未定

○

― ○ ―

平成30年11月25日　実施予定

平成30年6月23日　場所：イオンタウンおゆみ野
[展示ブース]
「かむ子・のびる子・元気な子　健康かみかみ弁当」
レシピ紹介、レシピ集配布
[ステージ]
「子どもから大人まで　お口・舌・お顔の体操　レッツゴー」実施

平成30年11月11日　実施予定

8

関係機関・団体の協力を得て、学校給食についてパネル展示やステージ発表
を行う。

さつきが丘西小学校（9月：調整中）
椎名小学校　　　　（2月：調整中）

平成30年6月23日　場所：イオンタウンおゆみ野
「展示ブース」
「みんなで囲む笑顔の食卓」

2019年2月17日、幕張メッセにて食育「たべる、たいせつ」をテーマにコープ
みらいフェスタきやっせ物産展2019を開催する。約100団体の出展で商品の販
売や試食、食育体験コーナーなども実施し、地域の諸課題に対し協働・連携
している行政や諸団体にも出展いただく。

フードバンクちばと連携し、フードドライブの取り組みを店舗・宅配事業と
連携し構築する。食の“もったいない”の思いを育み、地域へ啓発してい
く。
物流センターでの在庫であるお米をフードバンクちばに寄贈開始する。

―
生活協同組合
 コープみらい
 千葉県本部

―
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（A)対象

事業名称NO 団体名

キャッチフレーズの活用について

平成30年度計画 (C)令和元年度計画（B）平成30年度実績

（2）
市民健康
づくり大会 ○ ○ ○ ○ ○

平成30年10月13日　場所：きぼーる1Fアトリウム
「展示ブース」
「減塩でおいしく健康に！」
1)野菜クイズ 2)災害食の展示 3)ランチョンマットを
使ってバランスのよい食事 4)「減塩くん」の紹介 5)
減塩レシピの配布

令和元年10月

（3）
千葉県立保
健医療大学
学園祭

○ ○

平成30年10月7日　千葉県立保健医療大学
[展示ブース]
[野菜は友だち]
内容：1日に必要な野菜350ｇの計量体験･野菜クイズ･
減塩レシピの配布

令和元年10月ごろ

（4）

聖心高校
若者世代へ
のスキル
アップ事業

○

平成30年12月4日(火)　聖心高校
内容：若者世代を対象とした食育の推進、バランスの
とれた食事をするための講義と調理実習
・朝ごはんの大切さ
・バランス良くたべるために(野菜をしっかりとる）
・バランスガイドの普及

9
千葉市保育
協議会

（1）
食育のつど
い

○
おやつや
お弁当の

写真
レシピ配布

― ― ○ ○

平成30年6月23日(土)10:00～17：00
イオンタウンおゆみ野
タイトル　食から始まる健康づくり
内容　　　保育所･保育園の給食レシピ紹介
タイトル　「みどりの国にあそびに行こうよ」
内容　　　大型絵本にて身近な野菜や果物のできる様
子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や栄養に
ついて紹介

令和元年6月22日(土)10：00～16：00
場所　ラパーク千城台
展示ブース　「食から始まる健康づくり」
ステージ　　大型絵本「みどりの国にあそびにいこう
よ」

（1）
食育のつど
い ○ ○ ○ ○

食育のパネル展示、食事バランスガイドのフードモデ
ルやリーフレットを用いた食生活指導、並びに野菜に
関するクイズによる食育指導を行った。会員６名が担
当した。

令和元年6月22日　ラパーク千城台
展示ブースにてパネル展示、食生活指導並びに食育ク
イズの実施　　　テーマは「かしこく食べる」

（2）
食育・健康
料理教室 ○

平成30年8月26日　千葉市蘇我コミュニティセンター
で親子料理教室を実施した。参加者親子10名組、会員
5名が担当した。
平成30年10月13日　きぼーるの料理実習室で親子料理
教室を実施した。参加者15名、会員5名が担当した。

令和元年10月　きぼーるで親子料理教室の実施を計画
令和元年12月　千葉市蘇我コミュニティセンター親子
料理教室の実施を計画
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（公社）千葉

市食品
衛生協会

（1）
市民健康づ
くり大会 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

平成30年10月13日きぼーる １Ｆアトリウムにて実施 令和元年10月
食中毒予防の啓発を行う

（1）
ベイタウン
まつり ○ ○ ○ ○

平成30年5月19日に学生10名で参加。身体測定・栄養
相談ブース、野菜当てクイズの運営と食育ダンスを披
露し、市民への食育推進活動を実施した。

幕張ベイタウン住民含む近隣住民間の親睦およびベイ
タウン外に向けてベイタウンの魅力発信を目的とした
第２２回ベイタウンまつりに参加し、出張健康診断と
食育ダンスを行う。

（2）
食育のつど
い ○ ○ ○ ○

計画をしていたが、会場へのアクセス等の問題が解決
できず断念した。来年度は実施予定。

未定

（3）
千葉市食育
情報誌作成 ○

学生４名が参加。食育情報誌のための小学生向けのレ
シピを考案し掲載された。

千葉市事業の一環である、千葉市の小学校5～6年生に
配布するための食育情報誌を作成する。テーマに沿っ
たレシピの作成、考案したレシピを小学生と一緒に調
理する。

（4）
子供料理教
室 ○ 小学校へ出向き、上記の料理を子供に指導した。

（5）
幕張ベイタ
ウンこども
食堂

○
9月上旬学生10名が参加。幕張ベイタウンの児童を対
象に季節の夏野菜カレーを子ども自身に作ってもらい
食べる食育を実施。

UR都市機構と連携し、「家庭で子どもが簡単・安全に
調理ができ、一工夫をするだけで栄養が補える食事」
をテーマにこども食堂を開催する。

（6）
-1

千葉県立保
健医療大
学生の食育

― ○ ― ○ ○ ○ ○

大学祭での出店も含め7回実施。「簡単に作れて季節
感がありおいしいごはん」を目指したメニューを毎回
４０名程度の学生・教員に提供。レシピやリーフレッ
トの作成・配布も行い、食育推進活動を行っている。
スタッフとして毎回15名程度の学生が参加。

栄養学科の学生を中心とした学生サークル「ちば食育
応援隊」が、本学の学生および教職員に、食事を提供
する。年数回の実施を予定している。

― ○ ―

○
イベント媒
体への掲載
及び地区伝
達等での

啓発

千葉市事業の一環である、千葉市の小学校5～6年生に配布するための食育情
報誌を作成する。テーマに沿ったレシピの作成、考案したレシピを小学生と
一緒に調理する。

平成30年8月26日　　千葉市蘇我コミュニティセンターで実施を計画中
平成30年10月13日　 きぼーるで実施を計画中

平成30年10月13日　場所：きぼーる １Ｆアトリウム

幕張ベイタウン住民含む近隣住民間の親睦およびベイタウン外に向けてベイ
タウンの魅力発信を目的とした第２１回ベイタウンまつりに参加し、出張健
康診断と食育ダンスを行う。

イオンタウンおゆみ野で開催される食育のつどい2018に参加し、ステージ企
画およびブース展示などの食育活動を行う。

○
食育健康料理
教室でキャッ
チフレーズを

紹介

― ―

（公社）千葉
県栄養士会
千葉地域
事業部

平成30年12月4日(火) 聖心高校
 内容：若者世代を対象とした食育の推進、バランスのとれた食事をするため
の講義と調理実習

UR都市機構と連携し、「家庭で子どもが簡単・安全に調理ができ、一工夫を
するだけで栄養が補える食事」をテーマにこども食堂を開催する。

8

千葉市食生活
改善協会

千葉県立
  保健医療

大学
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12

平成30年10月7日　千葉県立保健医療大学
[展示ブース]
「野菜は友だち」
内容：1日に必要な野菜350ｇの計量体験 ･野菜クイズ･減塩レシピの配布

平成30年6月23日　場所：イオンタウンおゆみ野
[展示ブース]
「食から始まる健康づくり」
[ステージ]
大型絵本「みどりのくににあそびにいこうよ」

平成30年6月23日　場所：イオンタウンおゆみ野
[展示ブース]「かしこく食べる」

○
レシピや

おたよりな
どへの掲載

―

栄養学科の学生を中心とした学生サークル「ちば食育応援隊」が、本学の学
生および教職員に、食事を提供する。年数回の実施を予定している。

平成30年10月13日　場所：きぼーる １Ｆアトリウム
[展示ブース]
「減塩でおいしく健康に！」
1)野菜クイズ　2)災害食の展示 3)ランチョンマットを使ってバランスのよい
食事　4)「減塩くん」の紹介　5)減塩レシピの配布

（3）の料理を子供と一緒に作り、作る楽しさを伝える。
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（A)対象

事業名称NO 団体名

キャッチフレーズの活用について

平成30年度計画 (C)令和元年度計画（B）平成30年度実績

（6）
-2

大学祭で行
う「ほい大
ごはんカ
フェ」

○ ○

大学祭で、昨年度と同様のメニューで実施。スタッフ
参加の学生は約20名。千葉市食生活改善協会と同じ会
場で、野菜と牛乳を加えたレトルトカレーとヨーグル
トを提供。多様な世代に提供できた。公開講座でも、
このコーナーのお知らせをし周知した。千葉市食生活
改善協会との共同実施により、野菜摂取の重要性を周
知できた。伝え継ぎたい千葉県の主食、おかし、主菜
のポスター発表も掲示し、食文化の地域差を周知し啓
蒙した。

栄養学科の学生を中心とした学生サークル「ちば食育
応援隊」が、大学祭に参加した方（学生、教職員、地
域住民など）に食事提供や千葉県の食文化を含む食情
報の掲示をする。

（7）
食育と健康
づくり活動 ○

たまごの大きさで数る食事チェックシートを用い、食
事調査を実施した。その後、調査結果を配布して、集
団栄養指導を行った。

高齢者に対する「ほい大健康プログラム」活動での食
育(集団栄養指導、食事調査など）の補助などを行
う。

（8）

コープみら
いフェスタ
きやっせ物
産展

○ ○ ○ ○
計画をしていたが、日程や人員確保の関係で参加でき
なかった。

コープみらいフェスタきやっせ物産展に参加し、ス
テージ企画およびブース展示などの食育活動を行う。

(9）
茂野製麺そ
ばメニュー
コンテスト

○ ○ ○ ○

そばを用いてそれぞれ栄養バランスが整ったアレンジ
レシピを4点考案した。考案したレシピは茂野製麺
ホームページで公開し、どのメニューを、誰に食べさ
せたいか、消費者に投票してもらった。

茂野製麺株式会社と連携し、SOBAMAROメニューコンテ
ストを開催する。「味川柳ざるそば」を夏向けにアレ
ンジしたメニューを考案する。

―― ○
高齢者に対する「ほい大健康プログラム」活動での食育(集団栄養指導、食事
調査など）の補助などを行う。
（6月9日20日、7月22日、9月20日、10月28日実施。12月2日9日、2月21日予
定）

茂野製麺株式会社と連携し、SOBAMAROメニューコンテストを開催する。「味
川柳ざるそば」を夏向けにアレンジしたメニューを考案する。

コープみらいフェスタきやっせ物産展２０１８に参加し、ステージ企画およ
びブース展示などの食育活動を行う。

千葉県立
  保健医療

大学

12

栄養学科の学生を中心とした学生サークル「ちば食育応援隊」が、大学祭に
参加した方（学生、教職員、地域住民など）に食事提供や千葉県の食文化を
含む食情報の掲示をする。


